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耕畜連携による農地の有効活用
（福寿野地内）

圃場整備により、大区画された見事な農地（三光堰西3期）

第８回最上小国川写真コンテスト優秀賞作品

紫山地内を走るSLゆけむり号（2008年撮影）

陸羽東線の
  早期復旧要請を強力に

質
問
　
７
月
２５
日
、
山
形
県

北
部
地
方
を
襲
っ
た
豪
雨
に

よ
り
、
道
路
や
鉄
路
も
通
行

止
め
や
運
休
が
発
生
し
、
利

用
者
は
通
勤
、
通
学
等
の
移

動
に
お
い
て
不
便
な
日
常
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
陸
羽
東
線
も
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
復
旧
の
見
通

し
す
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
状

態
で
す
。

　
バ
ス
代
行
で
は
不
便
を
強

い
ら
れ
、
自
家
用
車
で
の
送

迎
等
、
家
族
の
負
担
も
増
し

て
い
ま
す
。

　
陸
羽
東
線
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
中
で
も
輸
送
密
度
が
低
い

赤
字
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

Ｊ
Ｒ
側
は
被
災
を
契
機
に
復

旧
を
目
指
さ
ず
廃
線
や
沿
線

自
治
体
の
大
き
な
負
担
を
求

め
る
動
き
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
存
続
の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
今
、
早
期

の
復
旧
を
強
力
に
訴
え
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
７
月
２５
日
の
豪
雨
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
Ｊ
Ｒ
陸

羽
東
線
に
つ
い
て
は
、
県
及

び
最
上
地
域
８
市
町
村
を
含

む
沿
線
市
町
村
や
商
工
会
、

観
光
協
会
な
ど
の
関
係
団
体

で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
陸
羽

東
西
線
利
用
推
進
協
議
会
」

に
お
い
て
令
和
７
年
１
月
に

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
本
部
に
早

期
復
旧
工
事
へ
の
着
手
と
、

運
転
再
開
に
つ
い
て
の
要
望

書
の
提
出
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
他
、
市
民
団

体
に
よ
る
署
名
活
動
も
展
開

さ
れ
１１
月
２２
日
に
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
東
北
本
部
に
提
出
し
、

早
期
復
旧
と
、
運
転
再
開
の

要
望
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を

確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　
陸
羽
東
線
に
つ
い
て
は
、

当
町
内
に
東
長
沢
、
長
沢
駅

の
２
つ
の
駅
を
有
し
て
お
り
、

通
勤
、
通
学
を
は
じ
め
生
活

に
関
わ
る
移
動
手
段
の
１
つ

で
あ
り
ま
す
。

　
当
町
と
し
て
も
、
１
日
も

早
い
復
旧
工
事
へ
の
着
手
と
、

運
転
再
開
へ
の
必
要
性
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
先
に
被
災

し
た
米
坂
線
の
現
在
の
状
況

を
見
ま
す
と
、
Ｊ
Ｒ
側
か
ら

は
復
旧
後
の
管
理
や
運
営
に

つ
い
て
、
色
々
な
パ
タ
ー
ン

で
の
提
案
と
共
に
、
県
を
含

め
沿
線
市
町
村
に
大
き
な
負

担
や
条
件
を
求
め
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
廃
線
に
し
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
沿
線
自
治
体
及
び

関
係
団
体
と
と
も
に
要
望
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

運転再開への必要性を感じる

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
今
般
、
農
林
水
産
省

が
示
し
た
試
算
に
よ
る
と
、

２
０
３
０
年
の
国
全
体
の
耕

地
面
積
は
２
０
２
０
年
比
で

３５
％
減
、
２
０
３
０
年
の
農

業
者
数
は
５４
万
経
営
体
で
、

２
０
２
０
年
比
で
５４
万
経
営

体
の
減
、
率
で
５０
％
減
で
あ

り
、
私
自
身
も
大
き
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
す
。
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、

そ
の
土
台
と
な
る
農
地
の
維

持
、
保
全
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
耕
作
放
棄
地
を
出
さ
な

い
た
め
の
方
策
を
お
聞
き
し

ま
す
。

町
長
　
同
試
算
は
、
規
模
拡

大
や
生
産
性
向
上
を
考
慮
し

て
い
ま
せ
ん
。
当
町
の
２
０

２
０
年
の
米
の
生
産
者
数
は

３
３
６
人
、
２
０
２
４
年
で

は
２
６
８
人
と
、
４
年
間
で

20.2
％
減
少
、
１
年
当
た
り
約

５
％
減
少
し
て
お
り
、
６
年

後
の
２
０
３
０
年
に
は
試
算

通
り
５０
％
減
少
し
か
ね
な
い

状
況
で
す
。
一
方
で
、
１
農

家
あ
た
り
の
作
付
面
積
は
、

２
０
２
０
年
の
2.8
ha
が
、
２

０
２
４
年
で
は
3.2
ha
と
、
４

年
間
で
13.9
％
増
加
し
、
経
営

規
模
の
拡
大
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
農
業
者
が
減
少
し
て

も
、
耕
作
面
積
は
試
算
ほ
ど

減
少
し
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
を
出

さ
な
い
た
め
の
方
策
で
、
最

も
効
果
が
高
い
の
は
圃
場
整

備
事
業
で
す
。
現
在
当
町
で

は
、
５
地
区
２
５
９
ha
を
県

営
事
業
で
整
備
中
で
す
。
そ

の
ほ
か
、
農
地
の
保
全
を
目

的
と
す
る
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
や
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
活
用
が
有
効

で
、
今
年
度
の
事
業
実
施
面

積
は
１
１
０
１
ha
と
な
り
、

当
町
の
田
の
面
積
１
３
３
０

ha
の
82.8
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
両
事
業
を
活
用
し

て
、
農
地
の
維
持
保
全
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
　
町
で
は
耕
作
放
棄
地
、

遊
休
農
地
、
荒
廃
農
地
の
面

積
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長
　
毎
年
遊
休

農
地
の
調
査
を
実
施
し
、
今

年
４
月
時
点
で
は
１７
ha
で
す
。

質
問
　
地
域
計

画
策
定
の
第
１

回
の
話
し
合
い

が
４
地
区
で
開

催
さ
れ
た
が
、

全
担
い
手
に
占

め
る
参
加
人
数

の
割
合
は
。

農
業
振
興
課
長

　
参
加
人
数
は

３４
人
で
割
合
は

26.3
％
で
す
。

質
問
　
第
２
回

の
地
域
計
画
の

話
し
合
い
を
進
め
る
た
め
に

は
、
よ
り
多
く
の
耕
作
者
、

地
権
者
か
ら
参
加
し
て
貰
う

事
が
重
要
と
思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

農
業
振
興
課
長
　
農
地
の
集

約
化
に
つ
い
て
し
っ
か
り
話

し
合
い
を
進
め
る
た
め
に
は
、

多
く
の
参
加
者
が
必
要
で
す
。

広
報
お
知
ら
せ
版
や
防
災
無

線
、
認
定
農
業
者
協
議
会
を

活
用
し
な
が
ら
参
加
を
呼
び

か
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
地
の
維
持
保
全
を
推
進

耕
作
放
棄
地
を
出
さ
な
い
方
策
は

八鍬  　太　議員
や く わ ふとし

奥山  謙三　議員
おくやま けんぞう

動画はこちらから→ ←動画はこちらから
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